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住 所 鳥取県日野郡日南町丸山字井津羽井手2158外25筆
氏 名 生山礦業株式会社

代表取締役 澤田 信介

１．採石場の区域 採石場の面積
掘削区域の面積
最終高低差
境界の明示方法
区域を明示する図面等

２．採取をする岩石の 　　　　１１６，３００ ｍ3
　　種類及び数量 　　　 （３１４，０１０ ﾄﾝ）

３．採取の期間

４．採石業務従事者数  ９人（うち業務管理者の資格を有する者 ３人）

５．岩石の賦存の状況 　採取継続中で表土は除去済み。安山岩（流紋岩）が露出。
　採取実績による。

６．採取岩石の用途 　路盤用、建設用栗石用、等

７．従前認可期間における採石法
と採石条例における処分の状況

安山岩（流紋岩）種類 数量

認可日から５年間
（従前認可期間平成２７年７月１０日～令和２年７月９日）

　なし

　  １４４，２７８　㎡
　　　２９，３４４　㎡ 
            ２１９　ｍ

賦存の状況
確認方法

  境界杭により明示する。
　別添のとおり。
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【位置図】
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【航空写真】 平成３０年４月撮影 ：採石区域 ：掘削区域

沈砂池

採石プラント

製品堆積場

事務所

日野川

国道183号 至 根雨

至 庄原

出入口

標準断面の位置
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【周辺見取図】

至 根雨
至 庄原

日野川

事務所

沈砂池

国道１８３号

周囲３００ｍの範囲
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【現況写真】
全景 ①

②
④

③

①

②➂

④
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【計画平面図】

１年目

４年目

３年目

２年目

沈砂池

標準断面の位置
（ＮＯ，４）

５年目

０ ５０ｍ １００ｍ １５０ｍ ２００ｍ ２５０ｍ
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【計画標準断面図】

０ ２５ｍ ５０ｍ ７５ｍ １００ｍ

平均勾配
５６．４０°

掘削勾配
６０．００°

標 準 断 面 図
（ＮＯ，４）掘削区域 １２５ｍ

１年目

４年目

３年目

２年目

５年目



8

【排水系統図】

集水区域 Ⅰ
A=5.63ha

集水区域 Ⅱ
A=0.93ha

集水区域 Ⅳ
A=0.72ha

集水区域 Ⅲ
A=0.93ha

集水区域 10

A=0.49ha集水区域 11

A=1.01ha

集水区域 7

A=0.23ha

集水区域 9

A=0.11ha

集水区域 8

A=0.15ha

場外水路（素堀水路）
流入量 3.33㎥/s

流下能力 5.09㎥/s

Ⅰ水路（ヒューム管）
流入量 0.14㎥/s

流下能力 0.19㎥/s

開口部より場外へ放流

③

⑧
⑦

⑥
⑤

Ⅰ

Ⅱ

Ⅳ

沈砂池
表面積に対
する安全率

容量に対
する安全率

沈砂池Ⅰ 7.78 1.22

沈砂池Ⅱ 9.80 1.24

沈砂池③ 10.30 1.31

沈砂池Ⅳ 14.40 1.25

沈砂池⑤ 20.59 2.83

沈砂池⑥ 39.16 1.80

沈砂池⑦ 3.50 1.56

沈砂池⑧ 8.00 1.23

①
②

③

③

②

①

縦排水路

ヒューム管

水路（フューム管）

今回の認可期間中、集水区域１の中だけの掘削で、かつ裸地で、
集水区域等の変更がないため、排水系統図は期間中同一となる。
（１～５年目）

場外
A=6.43ha
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【排水系統図】

集水区域 1

A=2.05ha

集水区域 2

A=1.42ha

集水区域 3

A=3.03ha

集水区域 4

A=0.73ha

集水区域 5

A=0.21ha

集水区域 6

A=0.26ha

集水区域 10

A=0.49ha
集水区域 11

A=1.01ha

集水区域 7

A=0.23ha

集水区域 9

A=0.11ha

集水区域 8

A=0.15ha

①

③

⑧
⑦

⑥ ⑤

沈砂池
表面積に対
する安全率

容量に対
する安全率

沈砂池① 6.70 1.41

沈砂池③ 27.00 1.94

沈砂池⑤ 20.59 2.83

沈砂池⑥ 39.16 1.80

沈砂池⑦ 3.50 1.56

沈砂池⑧ 8.00 1.23

場外水路（素堀水路）
流入量 3.33㎥/s

流下能力 5.09㎥/s

Ⅰ水路（ヒューム管）
流入量 0.14㎥/s

流下能力 0.19㎥/s

開口部より場外へ放流
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【現況周辺植生図及び写真】
⑧ スギ

②ケヤキ、リョウブ、タニウツギ
ヤシャブシ、チマキザサ

⑥ ﾀﾆｳﾂｷﾞ、クヌギ
ヤシャブシ

① ケヤキ、タニウツギ
ヤシャブシ

⑦ スギ、ヤシャブシ

③ 草本類、ヤシャブシ ④ 草本類、スギ、ケヤキ

⑤ スギ、ススキ、ヤシャブシ
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【緑化年次計画平面図】

標準断面の位置

１年目

４年目

３年目

２年目

５年目
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【緑化年次計画横断図】

小段植栽（ヤシャブシ）

基盤状況･･･小段についてはポット苗を使用し、
客土を用いて植栽を実施する。

植栽間隔･･･２ｍ間隔での植栽

１年目

４年目

３年目

２年目

５年目
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【国土地理院地形図】

国土地理院地形図（S＝１／２５，０００） 申請地
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【地形分類図】

地形分類図（S＝１／５０，０００） 申請地

出典：土地分類基本調査（１９８０）横田・多里・上石見 鳥取県

小起伏山地
Mountain (small reliefs area)



15

【表層地質図】 出典：土地分類基本調査（１９８０）横田・多里・上石見 鳥取県

表層地質図（S＝１／５０，０００） 申請地

流紋岩質岩石
Rhyolitic  rocks

火山性岩石
Volcanic  rocks
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【傾斜区分図】 出典：土地分類基本調査（１９８０）横田・多里・上石見 鳥取県

傾斜区分図（S=1/50,000) 申請地 ○
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【水系及び谷密度】 出典：土地分類基本調査（１９８０）横田・多里・上石見 鳥取県

水系及び谷密度（S=1/50,000) 申請地 ○
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【地すべり地形分布図】

防災科学研究所地すべり地形分布図（S＝１／２５，０００） 申請地



19

●森林法
開発区域の縮小に伴う変更届、工期延長に伴

う工期延長届の手続き中。
採石認可と同日許可の見込み。

●鳥取県開発事業指導要綱
協議を実施し、同意（H8.9.17）されている。
同意条件（抜粋）

１ 日南町との開発協定→締結済（R12.7.31まで）
２ 関係諸手続を適切に行うこと。

●廃掃法
採石の破砕・選別方法を乾式・湿式方式から乾

式のみに変更（H26.1）。これにより泥処理フィルター
プレス機を撤去したことにより、脱水ケーキは発生し
ない。

●土壌汚染対策法
土地の形質変更の届出済。

●鳥取県景観形成条例
大規模開発行為の届出内容について問題なく受

理されている。

●大気汚染防止法
届出が必要な一般粉塵施設があり、届出済。

【関係法令】
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【チェックリスト】
チ ェ ッ ク リ ス ト （ 生 山 礦 業 株 式 会 社 ）

項 目 主 な 確 認 内 容 チ ェ ッ ク 状 況

１ 関 係 法 令 の 手 続 適 切 に 手 続 き が○ 森 林 法 に 基 づ く 林 地 開 発 許 可 を 得 て 採 石 中 で あ る が 、 今 回 、 開 発 区 域 の 縮 小 に 伴 う

き さ れ て い る 。変 更 届 、 工 期 延 長 に 伴 う 工 期 延 長 届 が 提 出 さ れ て い る 。

内 容 に つ い て 問 題 が な け れ ば 、 採 石 法 認 可 と 同 日 に 届 出 受 理 と な る 。※

【 森 林 法 に 基 づ く 隣 地 開 発 許 可 が 必 要 な 場 合 】

： 地 域 森 林 計 画 の 対 象 と な っ て い る 民 有 林 で 実 際 に 森 林 の 土 地 を 形 質 変 更 切「 」 、 （

取 、 盛 土 ） す る 面 積 が １ haを 超 え る 開 発 行 為 を 行 う 場 合 は 、 知 事 の 許 可 が 必 要 。

○ 鳥 取 県 景 観 形 成 条 例 に 基 づ き 開 発 行 為 の 届 出 が さ れ て い る 。

【 鳥 取 県 景 観 形 成 条 例 に 基 づ き 開 発 行 為 の 届 出 が 必 要 な 場 合 】

： 大 規 模 行 為 （ 土 石 の 採 取 、 土 地 の 区 画 形 質 の 変 更 が １ haを 超 え る 場 合 ） を 行 う

場 合 は 、 当 該 行 為 の 種 類 、 場 所 、 内 容 及 び 着 手 予 定 日 そ の 他 規 則 で 定 め る 事 項 を

知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

○ 鳥 取 県 開 発 事 業 指 導 要 綱 に 基 づ き 県 の 同 意 が 取 ら れ て い る 。

【 鳥 取 県 開 発 事 業 指 導 要 綱 開 発 事 業 の 届 出 】

： 一 定 規 模 以 上 （ １ ha以 上 ） の 開 発 事 業 等 に つ い て は 、 県 土 の 無 秩 序 な 開 発 を 防

、 、 、止 し 適 正 な 土 地 利 用 を 図 り 快 適 な 地 域 環 境 の 確 保 に 努 め る こ と を 目 的 と し て

各 個 別 法 に 基 づ く 許 可 、 認 可 の 手 続 き を 行 う 前 に 、 県 と 協 議 を 行 い 、 同 意 を 得 る

必 要 が あ る （ 許 認 可 等 の 行 政 処 分 で は な く 、 行 政 指 導 に と ど ま る も の ）。 。

２ 採 石 施 工 計 画 適 切 で あ る 。○ 掘 削 勾 配 は 60度 と 平 均 勾 配 は 56.40度 で 基 準 値 を 満 た し て お り 、 図 面 と も 整 合 が

図 ら れ て い る 。 → 標 準 断 面 図 の と お り

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 砕 石 用 原 石 ； 森 林 開 発 許 可 時 ； 軟 岩 ； 60度 （ 掘 削 後 の 平 均 勾 配 60度 ）

○ 保 全 距 離 は 30ｍ 以 上 あ り 、 隣 接 土 地 の 利 用 状 況 に 応 じ て 適 切 で あ る 。

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 道 路 ・ 河 川 等 そ の 他 公 共 施 設 、 森 林 法 開 発 許 可 時 ； 30ｍ

３ 掘 削 作 業 計 画 １ ） 掘 削

適 切 で あ る 。○ 最 終 高 低 差 は 219ｍ で あ り 、 高 低 差 100ｍ 毎 に 幅 10ｍ の 小 段 が 設 置 さ れ て い る 。

→ 標 準 断 面 図 の と お り

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 露 天 採 掘 ； 砕 石 用 原 石 ； 最 終 高 低 差 10 0ｍ 毎 に 規 則 で 定 め る 幅 （ 10ｍ ） 以 上 の

小 段 設 置 が 必 要 。
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【チェックリスト】

○ 設 置 す る 小 段 の 高 さ は 20ｍ で あ り 、 小 段 の 幅 は 2ｍ で 基 準 値 を 満 た し て い る 。

→ 標 準 断 面 図 の と お り

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 露 天 採 掘 ； 砕 石 用 原 石 ； 高 低 差 20ｍ ・ 小 段 幅 2ｍ

２ ） 掘 削 及 び 選 別 施 設

○ 騒 音 等 発 生 防 止 措 置 に つ い て は 、 防 音 の 機 器 の 使 用 に 努 め る こ と と し て い る 。

ま た 、 破 砕 及 び 選 別 機 械 が あ り 、 防 音 及 び 防 振 の 付 い た 機 器 の 使 用 し て い る 。 火

薬 に つ い て も 使 用 す る が 、 平 日 の 昼 間 の み 使 用 す る こ と と し 、 問 題 な し 。

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 騒 音 等 を 防 ぐ 措 置 を 行 う 。

４ 岩 石 運 搬 計 画 適 切 で あ る 。○ 洗 車 ピ ッ ト が 設 置 し て あ り 、 そ の 他 搬 出 路 の 舗 装 及 び 散 水 の 実 施 に よ る 粉 塵 の

発 生 防 止 措 置 が 図 ら れ て お り 、 適 切 で あ る 。

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 粉 じ ん 防 止 等 の た め 洗 車 ピ ッ ト 、 散 水 、 清 掃 等 そ の 他 必 要 な 措 置 を 行 う 。

５ 汚 濁 水 等 処 理 適 切 で あ る 。○ 沈 砂 池 の 規 格 処 理 能 力 と 水 路 等 の 規 格 流 下 能 力 は 十 分 で あ り 適 切 で あ る、 、 、 。

→ 排 水 系 統 図 の と お り計 画

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

、 、 。： 十 分 な 処 理 能 力 を 有 す る 施 設 そ の 他 適 当 な 施 設 に よ り 適 切 に 処 理 す る こ と

６ 採 石 跡 地 処 理 適 切 で あ る 。○ 跡 地 の 緑 化 計 画 は 、 掘 削 後 速 や か に 緑 化 す る 計 画 に な っ て お り 、 適 切 で あ る 。

→ 緑 化 年 次 計 画 図 の と お り計 画

【 基 準 （ 鳥 取 県 採 石 条 例 及 び 施 行 規 則 ） 抜 粋 】

： 他 の 用 途 に 利 用 す る 場 合 を 除 き 、 環 境 保 全 、 景 観 保 全 等 の た め 、 速 や か に 緑 化

す る こ と 。

７ 廃 土 等 堆 積 計 画 適 切 で あ る 。○ 廃 土 等 堆 積 計 画 な し 。

※ 採 石 の 破 砕 ・ 選 別 方 法 を 乾 式 の み に 変 更 (H26. 1 )。 湿 式 方 式 に よ る 泥 処 理 フ ィ ル

タ ー プ レ ス 機 の 撤 去 に よ る 。

特 記 事 項



生山礦業（株）

【参考資料（森林基本図）】
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【参考資料（撮影位置）】

昭和４６年～平成９年

平成９年～平成１８年
平成１８年～平成２３年

③

②

④

①

⑦ ⑧

⑤

⑥

平成２３年～平成２７年
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【参考資料（現況写真）】

③

②

④

①
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【参考資料（現況写真）】

⑦ ⑧

⑤ ⑥


